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●古民家に関する相談会
　十分住めるにも関わらず管理
が行き届かない空き家が増えて
います。空き家を増やさないよ
う、現在居住されている方を対
象とした相談会です。
日時　5月 17 日（土）
　　　13:00 ～ 17:00
場所　ほん木もん（紀の川市打
田 1237）
相談費用　無料
問い合わせ　紀北の民家を考え
る会（090ｰ3727-8713・宮本さ
ん）

●ジブン作り大学　いなか生活
デザイン学科　第 4回セミナー
　生産高日本一の和歌山の黒竹
について学び、考えます。
日程　5月 18 日（日）
　　　12:00 ～ 15:00
集合場所　黒竹の里ぴかいち
（日高町萩原 1400）
講師　金崎弘昭さん（金崎竹材
店・四代目）
内容　「黒竹」を知ろう＆「黒竹」
の食材としての可能性を考える
参加費　500 円（保険代込）
持参物　軍手、長靴、長袖・長
ズボン、タオル、飲み物、雨天
の場合はカッパ
問い合わせ・申込み　いなか伝

承社（inakadss@gmail.com）

●手作りマーケット・結マル
シェ Vol.3
　リーズナブルでアットホーム
な雰囲気をお楽しみ下さい。
日時　5月 19 日（月）
　　　10:00 ～ 15:00
場 所　hair ＆ relax aqua yuy 結
（和歌山市太田 579-9）
内容　手作りアクセサリーや小
物、パンやケーキなどの食べ物
の販売、カラーボトルセラピー
やネイルなど
問い合わせ　hair ＆ relax aqua 
yuy 結（073-472-1072）
備考　売上金の一部は東日本大
震災の義援金に充当。駐車場僅
少のため乗り合わせ等を。

●行政困りごとなんでも相談所
　道路、登記、年金など、行政
に関するご相談に、総務大臣か
ら委嘱された行政相談委員が答
えます。
日時　5月 19 日（月）
　　　13:30 ～ 16:00
場所　スーパーセンターオーク
ワ ・パームシティ和歌山店 1階
相談費用　無料
問い合わせ　総務省和歌山行政
評価事務所（073-431-8221）

和歌山を創る新聞

かつくわ Vol.88
2014.05.16

隔週金曜掲載
　　　 特定非営利活動法人
　　　 わかやまNPOセンター
〒640-8331 和歌山市美園町 5-6-12
TEL 073-424-2223　FAX 073-423-8355
E-mail info@wnc.jp  URL http://www.wnc.jp/
編集　志場 久起

2
0
4
0
年
に
は
39
・

9
%
に
な
る
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
（
0
〜

14
歳
）
は
1
9
8
0
年
の

時
点
で
24
万
人
い
ま
し
た

が
、
2
0
4
0
年
に
は
約

６
万
人
と
な
る
見
通
し
で

す
。

　

こ
の
よ
う
に
全
国
で
も

い
ち
早
く
人
口
が
減
少

し
、
少
子
高
齢
化
が
進
行

し
て
い
る
和
歌
山
の
課
題

を
見
て
い
き
ま
す
。

【
若
者
の
県
外
流
出
】

　

人
口
減
少
の
要
因
の
ひ

と
つ
は
若
者
の
県
外
へ
の

流
出
で
す
。
高
校
卒
業
後

の
県
外
進
学
率
86
・
6
%

（
2
0
1
2
年
）
は
47
都

道
府
県
で
最
も
高
く
、
毎

年
約
６
０
０
０
人
の
若
者

が
県
外
に
流
出
し
て
い
ま

す
。
こ
の
若
者
た
ち
は
大

学
卒
業
後
に
和
歌
山
に
戻

っ
て
く
る
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
た
1
人
当
た
り
の
年

間
消
費
額
は
平
均
1
2
4

万
円
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
若
者
が
県
外
に
流
出

す
る
こ
と
で
人
口
減
少
は

加
速
し
、
県
内
の
消
費
額

は
落
ち
込
み
景
気
は
悪
化

し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る

【
全
国
で
い
ち
早
く
人
口

が
減
少
し
て
い
る
和
歌

山
】

　

先
日
、「
日
本
創
世
会

議
・
人
口
減
少
問
題
検
討

分
科
会
」
に
よ
っ
て
全
国

１
８
０
０
市
町
村
の
約
半

数
に
あ
た
る
8
9
6
市
町

村
が
「
消
滅
可
能
性
都
市
」

と
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と

が
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
世
間

を
騒
が
せ
ま
し
た
。
和
歌

山
県
で
も
23
の
自
治
体
が

「
消
滅
可
能
性
都
市
」
に

位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

和
歌
山
県
の
人
口
減
少

は
深
刻
で
、
1
9
8
2
年

の
約
1
0
9
万
人
を
ピ
ー

ク
に
、
そ
れ
以
降
は
人
口

が
減
少
し
2
0
1
1
年
に

1
0
0
万
人
を
割
り
込
み

ま
し
た
。
人
口
推
計
で
は

2
0
3
5
年
に
は
80
万
人

を
割
り
込
み
、
2
0
4
0

年
に
は
約
71
万
人
と
な
る

見
通
し
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
人
口
が
大

き
く
減
少
す
る
一
方
で
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
人

数
は
増
加
し
ま
す
。

2
0
1
0
年
時
点
で
高
齢

者
は
約
27
万
人
で
す
が
、

2
0
4
0
年
に
は
約
28
万

人
に
増
加
し
、
高
齢
化
率

は
2
0
1
0
年
の
時
点
で

27
・
3
%
だ
っ
た
も
の
が
、

こ
と
で
、
高
齢
者
を
支
え

る
生
産
年
齢
人
口
（
15
〜

65
歳
）
一
人
当
た
り
の
負

担
は
当
然
大
き
く
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
見
て
み

る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
若
者

が
高
校
卒
業
後
に
県
外
に

流
出
し
て
い
る
と
い
う
現

状
は
、
実
は
み
な
さ
ん
に

影
響
の
あ
る
決
し
て
他
人

事
で
は
な
い
「
地
元
の
課

題
」
で
す
。

　

県
外
に
進
学
し
た
若
者

が
和
歌
山
に
戻
っ
て
く
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

「
若
者
が
残
り
た
い
と
思

え
る
和
歌
山
」「
地
元
に

残
っ
た
若
者
が
活
躍
で
き

る
和
歌
山
」
を
実
現
し
て

い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
和
歌
山
の

実
現
に
向
け
て
重
要
な
こ

と
の
ひ
と
つ
は
「
若
者
の

雇
用
」を
作
る
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
和
歌
山
県
の
若

者
（
15
〜
29
歳
）
の
完
全

失
業
率
は
12
・
3
%
で
、

他
の
年
代
の
完
全
失
業
率

6
・
5
%
と
比
較
し
て
倍

近
く
高
い
数
値
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
2
0
1
0

年
の
時
点
で
若
者
の
完
全

失
業
者
は
8
2
5
3
人
お

り
、
若
者
の
働
く
場
が
十

分
に
あ
る
と
は
い
え
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

【
若
者
の
再
帰
に
向
け
て

で
き
る
こ
と
】

　

こ
う
し
た
若
者
の
流
出

や
失
業
と
い
う
状
況
を
打

　地元をよくするために、私たちは何をすべきなのでしょうか。地元をよ
くするために何かしたいけど何をすれば良いのか分からないというあなた
に向けて、あなたの地元、ここ和歌山の地域課題をデータを用いて見える
化していきます。毎回異なるテーマ（分野）を取り上げ、地元の課題を端
的に表すデータをご紹介します。

今号から新連載スタート！
　今号から、公益財団法人わかやま地元力応援
基金による新連載がスタート。
　和歌山の社会課題を取り上げる特集と、地域
課題の解決に取り組んでいる方の取材記事な
ど、多彩な内容で和歌山の「ほっとけない」に
向き合っている「地元力」を取り上げます。
　わかやま NPO センター担当紙面と隔週交替
で掲載していきますので、どうぞご期待下さい。

開
す
る
方
法
の
ひ
と
つ
は

も
ち
ろ
ん
和
歌
山
県
内
の

企
業
が
地
元
出
身
の
若
者

を
積
極
的
に
雇
用
す
る
こ

と
で
す
。
地
元
の
若
者
を

雇
用
す
る
こ
と
で
経
済
効

果
も
生
み
出
し
、
地
元
・

和
歌
山
を
良
く
す
る
た
め

の
応
援
が
で
き
ま
す
。

　

企
業
経
営
者
で
は
な
い

方
は
、
若
者
を
積
極
的
に

雇
用
し
て
い
る
企
業
の
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
と
い
う
形
で
企
業
を
応

援
す
る
こ
と
で
、
地
元
を

良
く
す
る
た
め
の
ア
ク
シ

ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

地
元
の
課
題
の
見
方
を

少
し
変
え
る
と
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
社
会
活
動
と
い

っ
た
こ
と
で
は
な
い
社
会

貢
献
の
カ
タ
チ
が
見
え
て

き
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た

行
動
の
変
化
で
、
一
緒
に

地
元
を
良
く
す
る
き
っ
か

け
が
生
ま
れ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

今回のまとめ
● 今後和歌山県は少子高齢化・人口減少が一層進む。
● 和歌山県は若者の県外進学率が全国一。単純計算で 70 億円規模の
消費が流出するなど、県経済にも悪影響。
● 若者が和歌山で就職できる環境の整備により、流出や失業などの課
題解決につながり経済活性化にも寄与。また、県民の応援も必要。

あなたの「ほっとけない」が見つかる
これからの社会貢献 100

何が課題？数字でみる和歌山県 Theme1　若者の雇用

わかや
ま
地元

な人 田畑孝芳さん （相互タクシー株式会社代表取締役）

西岡真由美さん （Frieden 代表）
Vol.1

2010 年  2020 年  2030 年   2040 年

和歌山県の人口推移（予測）
約 100 万人

（国立社会保障・人口問題研究所）

約 91 万人 約 81 万人
約 71 万人

2010 年  2020 年  2030 年   2040 年

和歌山県の高齢化率推移（予測）

27.3%

（国立社会保障・人口問題研究所）

33.5% 36.1%
39.9%

和歌山県内高校生の
県外進学率（2012 年）

86.6%
（約 6000 名）

　

タ
ク
シ
ー
会
社
を
経
営
す

る
傍
ら
、
先
日
開
催
さ
れ
た

「
わ
か
や
ま
マ
ジ
カ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ツ
ア
ー
」
実

行
委
員
な
ど
地
元
を
盛
り
上

げ
る
活
動
を
さ
れ
て
い
る
田

畑
さ
ん
。
田
端
さ
ん
の
会
社

の
バ
ン
ド
の
指
導
を
さ
れ
た

西
岡
さ
ん
。
お
二
人
に
、「
地

元
・
和
歌
山
は
ど
の
よ
う
に

見
え
て
い
る
の
か
？
」
と
い

う
視
点
も
踏
ま
え
て
お
う
か

が
い
し
ま
し
た
。

 

■ 

音
楽
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
？

　
（
田
畑
）
会
社
創
業
60
周

年
の
と
き
に
記
念
ラ
イ
ブ
を

し
よ
う
と
社
内
バ
ン
ド
を

作
っ
た
こ
と
で
し
た
。
そ
の

と
き
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た

西
岡
先
生
、
教
え
子
の
み
な

さ
ん
で
作
るFrieden

（
フ

リ
ー
デ
ン
）
と
い
う
グ
ル
ー

プ
に
出
会
い
参
加
し
て
い
ま

す
。

　
（
西
岡
）Frieden

で
は
毎

年
一
度
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
イ

ブ
を
開
催
し
て
、
そ
こ
で

募
っ
た
寄
付
金
を
児
童
養
護

施
設
に
贈
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
に
二
ヶ
月
に
一
度
、

老
人
ホ
ー
ム
を
慰
問
し
、
ラ

イ
ブ
を
し
て
い
ま
す
。

■  Frieden

を
結
成
し
た
き
っ

か
け
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
？

　
（
西
岡
）
私
は
普
段
、
サ
ッ
ク

ス
の
講
師
を
し
て
い
ま
す
。
地

元
に
何
か
貢
献
し
た
い
と
考
え

た
と
き
、
私
に
で
き
る
こ
と
は

音
楽
だ
と
思
い
始
め
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
少
人
数
で
ラ
イ
ブ

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
多
く
の

方
に
賛
同
い
た
だ
き
、
今
で
は

１
０
０
名
の
方
が
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

■  

お
二
人
に
地
元
・
和
歌
山
は

ど
の
よ
う
に
見
え
て
い
ま
す

か
？

　
（
西
岡
）Fireden

の
活
動
を

通
じ
て
、
児
童
養
護
施
設
に
行

政
の
支
援
が
十
分
行
き
届
い
て

い
な
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

私
に
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
音
楽
で
子
ど
も
た

ち
を
元
気
に
し
た
い
で
す
。

　
（
田
畑
）
タ
ク
シ
ー
会
社
も
地

場
産
業
で
す
か
ら
、
地
元
を
も
っ

と
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

た
だ
イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上
げ
る

の
で
は
な
く
、「
文
化
の
薫
り
」

が
す
る
街
お
こ
し
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
こ
う
と
お
考
え
で

す
か
？

　
（
西
岡
）
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ラ
イ
ブ
や
老
人
ホ
ー
ム
の
慰

問
訪
問
な
ど
を
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。

　
（
田
畑
）
来
年
も
マ
ジ
カ

ル
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ツ
ア
ー
を

開
催
し
た
い
で
す
。
も
っ
と

裾
野
を
広
げ
て
気
軽
に
音
楽

を
み
ん
な
に
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
。
そ
の
こ
と
で
街
を

元
気
に
し
た
い
で
す
。

■ 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　地元力財団では「地元に対する想いを寄付に
託す」という新しい寄付の “カタチ” を提案し
ています。寄付はもちろん、明日からできる「あ
なたらしい」社会貢献のカタチをこの紙面で紹
介していきます。読者のみなさまに地元にある
課題を知っていただき、「まず自分が行動を始
めてみよう！」とか、「がんばっている人たち
を応援したい！」というムードを盛り上げてい
きたいと考えています。
　「これからの社会貢献 100」で取り上げてほし
いテーマやイベント、取り組み、企業などがご
ざいましたら、情報をお寄せください。公益財
団法人わかやま地元力応援基金は、個人や団体、
会社で何か社会貢献をしたいと思ったときの相
談窓口「社会貢献支援センター」（仮称）を
2014 年 6 月に開設する予定です。企業のみな
さまの地元に対する想いをカタチにしていくお
手伝いをしたいと考えています。社会貢献につ
いて一緒に考えたい、まだ何をしていいか分か
らない思った方は、どうぞお気軽にお問い合わ
せください。
■お問い合わせ先
　公益財団法人わかやま地元力応援基金「これ
からの社会貢献 100」係（担当：酒井）
　〒640-8331 和歌山市美園町 5-6-12
　TEL　073-428-0011　FAX　073-428-0012
　E-mail　info@jimotofund.jp

Editor's Voice


